
越
中
高
岡
の
蘭
方
医
長
崎
浩
斎
は
江
戸
に
て
大
槻
玄
沢
と
杉
田
立

卿
と
に
学
ん
だ
あ
と
郷
里
に
帰
り
診
療
の
妾
ら
研
究
や
著
作
に
つ
と

め
た
が
、
特
に
そ
の
膨
大
な
蒐
書
は
ひ
ろ
く
世
に
知
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
長
崎
家
に
現
存
す
る
浩
斎
の
蔵
書
に
は
「
蘭
東
事
始
」

を
は
じ
め
医
学
史
や
蘭
学
史
に
貴
重
な
写
本
、
刊
本
を
数
多
く
み
る

こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
吉
田
長
淑
の
「
駒
谷
吉
田
方

鑑
」
が
あ
る
。

本
書
は
タ
テ
二
十
三
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
十
六
・
五
セ
ン
チ
の
和
紙
和

綴
の
筆
写
本
で
、
他
書
と
合
綴
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
題
妻
に
は

「
杉
田
吉
田
方
函
、
的
里
亜
加
辨
、
犀
角
功
能
四
部
」
と
二
行
に

記
さ
れ
て
あ
り
、
「
杉
田
氏
家
蔵
方
」
「
駒
谷
吉
田
方
鑑
」
「
的
里
亜

吉
田
長
淑
『
駒
谷
吉
田
方
鑑
』
と

藺
館
医
レ
ヅ
ヅ
ヶ
と
に
つ
い
て津

田
進
三

加
辨
」
の
三
部
の
写
本
と
「
癸
未
十
二
月
四
日
夕
到
来
」
の
大
槻
玄

沢
か
ら
浩
斎
に
宛
て
た
書
簡
一
通
と
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

「
駒
谷
吉
田
方
鑑
」
は
内
題
に
「
吉
田
成
徳
方
鑑
」
と
あ
り
、
わ

が
国
で
最
初
に
蘭
方
内
科
を
専
門
に
標
傍
し
て
開
業
し
た
吉
田
長
淑

の
処
方
集
で
あ
る
。
本
書
に
は
序
文
も
識
語
も
な
く
そ
の
成
立
年
代

を
思
わ
せ
る
も
の
は
な
い
が
、
本
文
は
墨
付
十
五
枚
で
、
煎
剤
方
、

丸
薬
部
、
散
薬
方
、
ワ
ー
テ
ル
ミ
ッ
テ
ル
ノ
部
及
び
製
煉
剤
と
に
分

類
さ
れ
て
合
計
百
十
三
方
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
そ
の
出

典
を
明
示
し
た
も
の
は
、
多
い
順
か
ら
内
科
撰
要
、
ヘ
イ
ス
テ
ル
、

自
方
、
印
度
備
要
方
、
ポ
イ
セ
ン
、
レ
ッ
テ
ッ
キ
ロ
授
方
、
局
方
、

ブ
カ
ン
、
熱
病
論
、
コ
ン
ラ
ジ
、
ミ
ン
’
一
ク
ス
、
ブ
ラ
ン
カ
ル
ッ
な

ど
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
従
来
吉
田
長
淑
の
著
述
に
は
全
く
み
ら
れ

な
か
っ
た
「
印
度
備
要
方
」
と
「
レ
ッ
テ
ッ
キ
ロ
授
方
」
と
は
注
目

す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
「
印
度
備
要
方
」
は
既
に
昭
和
四
十
一
年
の
日
本
医
史

学
会
総
会
に
て
、
石
川
県
立
郷
土
資
料
館
大
鋸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵

本
に
つ
き
ご
報
告
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
文
化
元

年
諏
訪
俊
（
の
ち
の
藤
井
方
亭
）
が
和
蘭
内
科
書
一
冊
を
持
参
し
て

師
の
宇
田
川
玄
真
に
翻
訳
を
依
頼
し
た
の
で
、
み
る
と
西
医
与
般
斯
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穀
多
が
印
度
に
流
行
の
疾
病
や
薬
剤
な
ど
を
記
し
た
袖
珍
備
要
の
一

小
冊
（
一
七
五
七
年
刊
）
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
益
す
る
所
の
大
き

い
の
を
思
っ
て
翻
訳
し
て
翌
二
年
一
月
成
稿
し
、
門
人
の
東
都
安
岡

文
龍
（
の
ち
吉
田
長
淑
に
師
事
、
「
門
人
籍
」
に
岩
村
侯
臣
と
あ
る
）

に
筆
記
せ
し
め
て
諏
訪
俊
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
題
に
は

「
印
度
備
要
経
験
方
」
と
あ
り
、
特
に
熱
病
に
く
わ
し
い
よ
う
で
あ

〉
（
》
○

一
方
「
レ
ッ
テ
ッ
キ
ロ
授
方
」
は
例
外
的
な
「
口
授
方
」
で
あ

り
、
直
接
蘭
医
に
よ
る
点
も
全
く
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
レ
ッ
テ
ッ

キ
と
は
長
崎
和
蘭
商
館
の
外
科
医
へ
ル
マ
ヌ
ス
。
レ
ッ
ッ
ヶ
国
①
局
‐

自
画
目
扇
旧
の
同
席
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
寛
政
十
年
参
府
の

と
き
大
槻
玄
沢
ら
と
対
談
し
、
玄
沢
は
「
西
賓
対
晤
」
に
「
当
年
初

テ
参
府
齢
二
十
九
才
ホ
ー
ゴ
ド
イ
ッ
国
ノ
産
ト
イ
フ
」
と
記

し
、
彼
を
呼
ぶ
の
に
「
レ
ッ
ヶ
」
、
「
レ
ッ
ッ
ヶ
」
ま
た
は
「
レ
ッ
テ

キ
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。

レ
ッ
ッ
ヶ
は
つ
づ
く
享
和
二
年
の
参
府
の
時
も
玄
沢
ら
と
対
談
し

て
い
る
が
、
二
回
と
も
そ
の
席
上
「
レ
ッ
テ
キ
携
帯
ノ
医
書
」
と
し

て
外
科
書
と
と
も
に
内
科
害
を
も
示
し
て
い
る
事
は
興
味
深
い
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
玄
沢
は
「
西
賓
対
晤
」
に
は
「
通
事
某
眼
星
ヲ
発

シ
煩
ヒ
シ
’
一
『
レ
ッ
ヶ
』
筒
ノ
内
二
氷
糖
ヲ
入
し
眼
中
二
吹
入
ル

少
時
シ
ミ
ワ
タ
リ
微
痛
シ
再
三
ニ
シ
テ
其
星
消
セ
リ
ト
ナ
リ
」
な
ど

と
彼
の
治
験
例
を
示
し
な
が
ら
も
、
余
り
に
短
時
間
の
対
談
の
た
め

か
充
分
意
を
尽
せ
ず
、
「
医
生
浅
学
未
熟
一
一
シ
テ
」
と
そ
の
不
満
を

記
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
享
和
二
年
の
参
府
で
は
、
玄
沢
ら
の
対
談
に
先
立
っ

て
桂
川
甫
周
は
公
命
を
う
け
て
レ
ッ
ッ
ヶ
に
顕
微
鏡
に
つ
い
て
質
問

し
て
将
軍
に
復
命
し
て
い
る
こ
と
や
、
更
に
ま
た
紀
州
藩
医
武
部
子

芸
が
文
化
十
四
年
成
稿
し
た
「
発
泡
打
膿
考
」
は
レ
ッ
ッ
ヶ
が
吉
雄

権
之
助
に
伝
え
た
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
外
科
書
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
も
、
ど
う
も
レ
ッ
ッ
ケ
が
浅
学
で
あ
っ
た
と
は
思
わ

れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

レ
ッ
ッ
ヶ
は
寛
政
五
年
に
来
日
し
、
文
化
二
年
に
は
帰
国
し
た
と

い
わ
れ
る
の
で
、
吉
田
長
淑
が
直
接
口
授
を
う
け
た
と
す
れ
ば
や
は

り
こ
の
二
回
の
江
戸
参
府
の
機
会
し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、
従
来

「
西
賓
対
晤
」
な
ど
の
資
料
に
は
対
談
者
の
中
に
吉
田
長
淑
の
名
は

な
く
、
現
在
ま
だ
全
く
不
明
で
あ
る
。
し
か
も
丁
度
こ
の
時
期
の
、

享
和
二
年
の
九
月
に
長
淑
は
何
故
か
急
に
宇
田
川
玄
真
の
許
に
寄
食

し
、
更
に
十
一
月
に
は
掛
川
藩
医
倉
持
宗
寿
方
へ
養
子
に
入
っ
て
い
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る
の
で
、
こ
の
こ
‐

思
う
次
第
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
と
の
関
連
も
含
め
て
今
後
研
究
を
進
め
た
い
と

（
静
岡
県
静
岡
市
）

御
蔵
島
は
東
京
の
南
方
海
上
約
二
百
三
十
キ
ロ
に
位
置
し
、
三
宅

島
か
ら
は
東
南
十
八
キ
ロ
に
あ
り
、
同
島
の
特
産
ツ
ゲ
材
は
古
く
か

ら
印
材
、
櫛
、
そ
し
て
木
床
義
歯
の
床
材
の
最
高
級
品
と
し
て
重
用

さ
れ
た
。

御
蔵
島
は
江
戸
初
期
よ
り
天
領
で
あ
り
、
三
宅
島
の
属
島
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
「
諸
用
向
の
伝
達
が
不
便
な
為
」
と
し
て
御
蔵
島
の
神

主
印
は
三
宅
島
で
預
か
り
、
島
外
と
の
交
渉
は
す
べ
て
三
宅
島
の
地

役
人
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
た
。

御
蔵
島
民
に
と
っ
て
唯
一
の
財
源
で
あ
る
ツ
ゲ
の
輸
送
は
三
宅
島

の
廻
船
に
よ
っ
て
江
戸
に
運
ば
れ
、
代
金
は
三
宅
島
が
勝
手
に
管
理

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
三
宅
島
の
役
人
の
私
腹
を
肥
や
す
不
祥
事
が

頻
発
し
、
御
蔵
島
島
民
は
長
い
間
貧
困
に
あ
え
い
で
い
た
。
三
宅
島

桂
川
甫
筑
と
御
蔵
島

新
藤
恵
久
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